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要旨  

 

本稿は、家計の終身年金や据置年金への選好を分析する。公的年金の

給付水準の低下が予測されるなか、家計の自助努力の促進は重要な政

策課題である、公的年金を補う金融商品として、終身年金や据置年金

が考えられる。そこで本稿では、長寿年金や据置年金への選好につい

て、選択型実験法を利用して分析する。分析の結果、65 歳受給開始の

終身年金、65 歳受給開始の 10 年満期の有期年金、同 20 年満期有期年

金の家計の主観的評価額はフェアバリューよりも高く、選好される傾

向があった。75 歳支払い開始の据置終身年金の主観的評価額は、フェ

アバリューと比較して有意な差がなかった。一方、85 歳支払い開始の

据置終身年金の主観的評価額は、相当程度、割安に評価されており、

選好されていない商品であった。そのため、受給開始が高齢となる据

置終身年金を市場に導入することは難しいことが予想され、導入には

何らかの政策的なインセンティブが必要であることが示唆される。  
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